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Issues Related to the Introduction of Foreign Technology
 in Lock Manufacturing and Brass Production during the Transition 























































































































































番号 遺　跡　名 所在地 所在市町村名 備　　　　　考
1 千駄ヶ谷 5丁目遺跡 東京都 渋谷区 千駄ヶ谷 5丁目遺跡調査会 1998・合田 2009
2 四谷御門外橋詰・御堀端通・町屋 東京都 新宿区
地下鉄 7号線溜池・駒込間遺跡調査会 1996・
合田 2009
3 筑土八幡町 東京都 新宿区 新宿区生涯学習財団 2004・合田 2009
4 上野忍ヶ岡 東京都 台東区 国立西洋美術館埋蔵文化財発掘調査委員会1996・合田 2009
5 日本橋 2丁目遺跡 東京都 中央区 日本橋 2丁目遺跡調査会 2001・合田 2009
6 丸ノ内 3丁目 東京都 千代田区 東京都埋蔵文化財センター 1994・合田 2009
7 和泉伯太藩上屋敷跡 東京都 千代田区 地下鉄 7号線溜池・駒込間遺跡調査会 1994・合田 2009
8 八王子城跡 東京都 八王子市 合田分類Ⅴ群錠　1590 年下限 青銅製
9 金富町北 東京都 文京区 岡リビック株式会社 2005・合田 2009
10 汐留 東京都 港区 東京都埋蔵文化財センター 1997・合田 2009
11 一乗谷朝倉氏遺跡 福井県 福井市 福井県朝倉氏遺跡資料館 1998 他
12 一乗谷朝倉氏館跡 福井県 福井市 福井県教育委員会 1979 他
13 多気北畠氏館跡 三重県 津市 三重県美杉村教育委員会 2002
14 堺環濠都市遺跡 大阪府 堺市 堺市教育委員会 1994 他
15 大坂城跡 大阪府 大阪市 （財）大阪府文化財センター 2002 他
16 博多遺跡群 福岡県 福岡市博多区 福岡市教育委員会 1992 他
17 大手町遺跡（小倉城外堀） 福岡県 北九州市 （財）北九州市芸術文化振興財団埋蔵文化財調査室 2007
18 赤絵町遺跡 佐賀県 有田町 有田町教育委員会 1990
19 万才町遺跡 長崎県 長崎市 長崎市埋蔵文化財調査協議会 1996
20 中世大友府内町跡 大分県 大分市 大分県教育庁埋蔵文化財センター 2005 他
21 臼杵城下町 大分県 臼杵市 臼杵市教育委員会 2014
22 杵築城下町遺跡 大分県 杵築市 大分県教育庁埋蔵文化財センター 2008
23 津久見門前遺跡 大分県 津久見市 大分県教育庁埋蔵文化財センター 2005
24 今帰仁城跡 沖縄県 国頭郡今帰仁村 今帰仁村教育委員会 1991





































2009］。図 3―3 は同じく博多遺跡群の第 64 次調査で出土した錠牡金具の一部である。14 世紀中頃
から 15 世紀中頃に比定される道路状遺構の堆積層（包含層Ⅰ層）から出土している。形態的には
合田分類Ⅴ群のものであり，幅 3㎝を測る。青銅製である［福岡市教委 1995］。
　図 3―4 は大分県津久見市門前遺跡から出土した鉄製錠である。津久見門前遺跡は 14 世紀末から















　第Ⅲ期は前述のように第Ⅲ a期と第Ⅲ b期の 2小期に分けられる。
　第Ⅲ a期のものには一乗谷朝倉氏遺跡と豊後府内（中世大友府内町跡），博多遺跡群等の出土事
例がある。









　豊後府内（中世大友府内町跡）出土の錠前資料［坪根 2014］は，1570 年代後半から 80 年代前半





































　堺環濠都市遺跡には慶長 20（1615）年の火災による被災面とこれ以前の 16 世紀後半から末に比












16 世紀後葉～ 17 世紀前葉の年代が推定されている。この万才町遺跡の資料は鍵爪部が板状になっ
ており，南蛮漆器洋櫃等に見られる半掘り込み式の錠に対応するものである可能性が想定される。
博多遺跡群第 56 次調査では 17 世紀の前半代，すなわち第Ⅲ b期の後半段階の鍵資料が出土して






















　図 6―62 は博多遺跡群第 70 次調査で出土した青銅製の錠である。江戸時代から近代に比定され
る瓦組の井戸側をもつ井戸跡から出土している［福岡市教委 1994］。




ら出土したヨーロッパ型鍵（図 6―56）の出土遺構は 17 世紀第 2四半期から中頃の時期に比定さ
れる［前出，合田 2009］。
　図 6―60 は佐賀県有田町赤絵町遺跡から出土したヨーロッパ型鍵であり，17 世紀から 18 世紀に
比定される。青銅製である。
　図 6―66 は丸の内三丁目遺跡［東京都埋蔵文化財センター 1994］から出土した錠前である。江戸
城鍛冶橋門内の土佐藩山内家を主とする大名屋敷跡である。元禄 11（1698）年の火災に伴う焼土
134
層があり，この下位から錠 3点・鍵 1点が出土している。錠は 3点とも合田分類Ⅴ群である。図 6
―53 の鍵は合田分類 2―ｂ群に分類されるものであり，小さな癌状の突起でH形の鍵爪が作られ
ている［前出，合田 2009］。









パ型錠（Ⅵ群：図 6―69）が錆着した状況で出土している。17 世紀末から 18 世紀初頭のものと考
えられている［前出，合田 2009］。
　図 6―61 は大坂城跡［（財）大阪府文化財センター 2006］から出土したヨーロッパ型鍵である。鉄
製であり，和錠の鍵として報告されている。17 世紀から 18 世紀のものと推定される






番号 遺　跡　名 調査次数 出土遺構 種 別 材 質
法　　　量
時　期 備　考　
長さ 幅 厚さ 重さ
1 今帰仁城跡 主郭A―2GⅡ層 鍵 銅製 12.3 0.7 0.2～0.5 15C～16C





3 博多遺跡群 64 次 包含層Ⅰ層 牝金具か 青銅か 3.0 14C 中頃～15C中頃 道路状遺構の堆積層





5 多気北畠氏館跡 S―6 区 暗褐色土層 施錠　 鉄製 10.2 2.1 合田分類Ⅴ群
6 一乗谷朝倉氏館跡 29 次 SE27 鍵 真鍮製 13.3 15C～16C
7 一乗谷朝倉氏館跡 29 次 SE27 鍵 真鍮製 15C～16C
8 一乗谷朝倉氏館跡 29 次 SE27 鍵 真鍮製 15C～16C
9 一乗谷朝倉氏館跡 29 次 SE27 鍵 真鍮製 15C～16C
10 中世大友府内町跡 7次 SA314 （P256） 鍵 銅製 16.4 1.2 1 61.2
16C
第３四半期 鍵爪部 5群
11 中世大友府内町跡 53 次 S206 鍵 青銅製 （6.6） 0.6 0.7 ― 鍵爪部 6―H群
12 中世大友府内町跡 9次 Ⅲ区 鍵 銅製 7.5 0.9 0.5 ― 鍵爪部 2―b群
13 中世大友府内町跡 11.76 次 SD044 鍵 真鍮製 13.8 ― ― 22.7 16C 後葉～末葉 鍵爪部 6―F群
14 中世大友府内町跡 51 次 SX345 鍵 銅製 9.2 0.3～0.8 0.1～0.8 17.1 16C 後葉 鍵爪部 6―F群御内町の整地層
15 中世大友府内町跡 80 次 SD101 鍵 銅製 13.7 1.1 ― 23.1 大規模施設段階 （1570～1586）
鍵爪部 6―F群
堀下層
16 中世大友府内町跡 53 次 S200 鍵 青銅製 （13.7）（0.9） 0.8 ― 鍵爪部 6―F
17 中世大友府内町跡 12 次 包含層・整地層 鍵 銅製 10.0 0.8 0.4 ― 鍵爪部 6―F
18 中世大友府内町跡 12 次 包含層・整地層 鍵 銅製 13.6 0.6 0.5 ― 鍵爪部 6―F
19 中世大友府内町跡 51 次 万寿寺の堀 鍵 青銅製 12.6 0.9 0.5 21.3
20 中世大友府内町跡 97 次 西側検出時 鍵 銅製 13.3 0.9 0.9 19.86
21 中世大友府内町跡 97 次 SK020 鍵 鉄製 6.3 1.35 0.2～0.8 9.75 木片付着
22 中世大友府内町跡 92 次 SP150 鍵 銅製 6.8 12.3
23 博多遺跡群 60 次 鍵 銅製 16C 後半～17C初頭
鍵爪部 6―F
把手断面 6角形
24 朝倉氏館跡 29 次 SE1047 施錠　 合田分類Ⅴ群
25 朝倉氏館跡 29 次 SE1047 施錠　 真鍮製 15 合田分類Ⅴ群
26 朝倉氏館跡 29 次 SE1047 施錠　 真鍮製 8.4 7.5 15C～16C 合田分類Ⅴ群
27 中世大友府内町跡 7次 SK734 牝金具 銅製 8.8 0.6 0.2 20.5 16C 第４四半期 合田分類Ⅴ群





番号 遺　跡　名 調査次数 出土遺構 種 別 材 質
法　　　量
時　期　 備　考
長さ 幅 厚さ 重さ
29 中世大友府内町跡 43 次 包含層 牝金具 銅製 11.2 4.6 ― 157.2 合田分類Ⅴ群
30 中世大友府内町跡 88 次 SD120 牝金具 銅製 7.6 3.3 ― ― 16C 後葉 合田分類Ⅴ群
31 中世大友府内町跡 83 次 S035 施錠　 鉄製 （9.8） （6.1） 2.4 青銅製留金具が癒着
32 中世大友府内町跡 97 次 SK020 施錠　 鉄製 3.7 9.8 2.0 105.27 
33 中世大友府内町跡 96 次 包含層・整地層 牝金具 銅製 2.9 8.1 0.7 21.3
34 中世大友府内町跡 97 次 SK035 牡金具 銅製 11.0 3.7 0.6～1.2 38.21 16C 後半
35 中世大友府内町跡 97 次 SK035 バネ 銅製 3.0+α 4.8+α 0.35～1.0 18.8 17C 後半 36 と接合する同一品
36 中世大友府内町跡 97 次 SK035 バネ 鉄製 7.6 1.7 0.2 8.44 18C 後半 銅及び鉄製品
37 博多遺跡群 56 次 鍵 銅製 13.8 　   0.9 （先端部） 17C 前半
把手断面 6角形
鍵爪部 6―H群
38 博多遺跡群 56 次 鍵 銅製 14.4       0.9（先端部） 17C 前半 把手断面 8角形








（回転） 銅製 4.9 17C 中頃 ヨ―ロッパ型鍵
42 大阪城跡 施錠　 鉄製 合田分類Ⅴ群
43 堺環濠都市遺跡 SKT1098 牝金具 16C 後葉～末葉 合田分類Ⅴ群
44 堺環濠都市遺跡 SKT1077 牝金具 1615 年 合田分類Ⅴ群
45 大阪城跡 牝金具 鉄製 合田分類Ⅴ群
46 大阪城跡 牡金具 鉄製 合田分類Ⅴ群
47 堺環濠都市遺跡 SKT1098 牡金具 合田分類Ⅴ群
48 臼杵城下町遺跡 2次 施錠　 銅製 5.2 0.5 0.1 ― 合田分類Ⅴ群
49 小倉城跡 牝金具 合田分類Ⅴ群漆の付着あり
50 四谷御門外橋詰・御堀端通・町屋 鍵 鉄製 7.3 17C 第 2～中頃
51 筑土八幡町 鍵 鉄製 15.5 17C 後半 鍵爪部一部欠損？
52 筑土八幡町 鍵 銅製 4.2 17C 後半～18C前半 鍵爪部 2―ｂ群
53 丸ノ内 3丁目 鍵 鉄製 9.6 17C（1698 以前）鍵爪部 2―ｂ群
54 千駄ヶ谷 5丁目 鍵 銅製 10.5 18C 前半～18C中頃 鍵爪部 2―ｂ群
55 杵築城下町遺跡 23 層 鍵（回転） 銅製 3.8 1.8 0.6 3.7 17C 中頃 ヨ―ロッパ型鍵
56 四谷御門外橋詰・御堀端通・町屋
鍵
（回転） 鉄製 3.1 17C 第 2～中頃 ヨ―ロッパ型鍵
57 汐留 6T―500堀
鍵





　図 6―71 の錠は和泉伯太藩上屋敷跡［地下鉄 7号線溜池・駒込間遺跡調査会 1994］から出土したヨ
ーロッパ型錠（Ⅵ群）である。18 世紀初頭の地下室第 5号遺構から出土した資料である［前出，合
田 2009］。
　筑土八幡町遺跡 144 号遺構［新宿区生涯学習財団 2004］からは完形のヨーロッパ型鍵（図 6―59）
が出土している。共伴した 2点の木簡等から 17 世紀第 3四半期から第 4四半期の年代が推定され
ている［前出，合田 2009］。18 世紀前半以降に構築され，18 世紀中葉以前に廃棄された土坑である。










番号 遺　跡　名 調査次数 出土遺構 種 別  材 質
法　　　量
時　期 備　考
長さ 幅 厚さ 重さ
58 汐留 鍵（回転） 銅製 2.4 17C 後半 ヨ―ロッパ型鍵
59 筑土八幡町 鍵（回転） 鉄製 4.4 17C 後半 ヨ―ロッパ型鍵
60 赤絵町 鍵（回転） ヨ―ロッパ型鍵
61 大阪城跡 鍵（回転） ヨ―ロッパ型鍵
62 博多遺跡群 70 次 牝金具 合田分類Ⅴ群
63 上野忍ヶ岡 4号溝 施錠　 鉄製 5.5 17C 後半～18C初頭
1625 年寛寺創建直
後の可能性あり
64 丸ノ内 3丁目 58 号土坑 牝金具 鉄製 7.0 17C（1698 以前）合田分類Ⅴ群
65 丸ノ内 3丁目 26 号溝 H 施錠 真鍮製 5.0 17C（1698 以前）合田分類Ⅴ群
66 丸ノ内 3丁目 52 号土坑 施錠 鉄製 8.8 17C（1698 以前）合田分類Ⅴ群
67 汐留 6T落込み4 施錠 鉄製 12.2 1707 が下限 合田分類Ⅴ群
68 金富町北 032 号土坑 施錠 鉄製 10.4 18C 前半～中頃 合田分類Ⅴ群
69 日本橋 2丁目 カマド跡 施錠 鉄製 9.8 17C 末～18C 初頭 合田分類Ⅵ群
70 日本橋 2丁目 カマド跡 施錠 鉄製 9.1 17C 末～18C 初頭 合田分類Ⅴ群
































































































































1.3cm 角，長さ 3cmの印鑑状の形状を呈する黄銅（真鍮）塊の出土も確認されている。1620 年代
から 1630 年代に比定される資料であり注目される［（財）北九州芸術文化振興財団埋蔵文化財調査室 
2005・2007・2008・2010］。
大坂城跡
　大坂城跡（OS93―28 次調査地）でも把手付坩堝（図 8―11・12）が出土している。17 世紀中頃































































































































































































代を 16 世紀後葉から 17 世紀前葉としていた。しかしな
がらその後に改めて出土層位と伴出する陶磁器等の出土


















































12（1635）年 12 月 21 日に京都のマキヤ（蒔屋）シエモ
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Issues Related to the Introduction of Foreign Technology in Lock 
Manufacturing and Brass Production during the Transition from the 
Medieval to the Early Modern Period 
Japan’s foreign trade gradually shifted from the Namban trade to the vermilion−seal certificate 
trade in parallel with the transition from the medieval to the early modern period, during which 
a variety of foreign technologies were introduced into Japan through the encounter and fusion of 
Western and Eastern cultures. The process of how foreign technology was accepted and took root 
was complicated and diverse. The process is analyzed to get a glimpse of its character by using lock 
manufacturing and brass production as examples. The case study of the lock industry examines the 
second introduction stage from the end of the medieval period to the early modern period. The results 
elucidate the transition from the dominance of Asian−style locks to the introduction of European−
style locks. Moreover, based on the unification of Asian−style locks and the presence of locks made 
of brass with a low concentration of zinc, this case study implies that the domestic production may 
have started relatively early. Regarding brass production, which required special instruments and 
techniques due to the properties of zinc gas generated in the metal smelting process, the case study 
examines collections of instruments that were apparently used for brass production, such as handled 
crucibles and lids, to determine when foreign technology was introduced. The results indicate that it 
was introduced in a few places as early as the first half of the 16th century and came into common use, 
though limited, from the late 16th to the early 17th century. Mixed metal production started in full 
scale in the mid−17th century. Furthermore, this article suggests that the production technology of 
Western−style locks was accepted in different ways. For example, the Japanese locks whose domestic 
production started in the 17th century and those excavated from early modern sites were modeled 
after European locks in external appearance but not in internal structure. The internal structure and 
lock system of the Japanese locks were the same as those of Asian locks. In light of the above, this 
article compares the maturity of production processes between the Western−style brass locks, keys, 
and metal corners of Namban−style lacquerware destined for export markets (a typical example of 
the fusion of Japanese and Western cultures at the end of the 16th century) and the unearthed locks 
and brass products. What has been discovered so far suggests that the production was limited in both 
scale and geographical distribution at that time. This remains an issue to be examined as the time 
of the establishment of the technology implied by the analysis of the archaeological artifacts is not 
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consistent with the initial peak of the production of lacquerware for export markets.
Key words: diversity in the acceptance of foreign technology, locks and keys in their second 
introduction phase, Asian−and European−style lock, brass production, Namban−style lacquerware 
destined for export markets
